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杉並区男女共同参画推進区民懇談会

男女共同参画社会の目指すもの

―現状と課題―

２０１８．７．４

村松泰子

（公益財団法人日本女性学習財団） 1

男女共同参画社会とは
（Gender-Equal Society）

男女共同参画社会基本法第2条
（男女共同参画社会の形成とは）

男女は
・社会の対等な構成員
・自らの意思によりあらゆる活動に参加する
機会を確保

・政治・経済・社会・文化的利益の均等享受
・ともに責任を担う
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男女共同参画社会
⇔ジェンダーに基づく固定的性別役割分業

ジェンダー：
社会的・文化的・日常的に作り出され、作り出してる性別
私たちのふるまい・言動を通じて日々再生産している性別
＝自然現象・生まれつき・特性ではない

ジェンダー・バイアス：
社会的・文化的・日常的に作り出している性別についての

偏見・思い込み

＜女らしさ／男らしさ、女だから／男だから、
女のくせに／男のくせに＞
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固定的性別役割分業はなぜ問題か

・理念として
・現実の社会状況への対応として

少子高齢社会は女性参画なしには乗り切れない
女性の参画は少子化の原因ではない

・個人のレベルで
各自の可能性を制限する

・社会のレベルで
諸分野での男女アンバランスは、社会的不利益
を招く

めざすもの：
男女の画一化ではない、多様な個人 4
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男女共同参画にかかる歴史（１）

1975 国際女性年、世界行動計画

1977 国内行動計画

1979 女性差別撤廃条約国連採択

1984 国籍法改正、家庭科男女共修化方針

1985 男女雇用機会均等法成立

⇒女性差別撤廃条約批准

1991 育児休業法成立

1995 国連第4回世界女性会議（北京会議）

「男女共同参画社会をめざす杉並区行動計画」
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男女共同参画にかかる歴史（２）

1999 男女共同参画社会基本法成立

2000 男女共同参画基本計画

2001 配偶者暴力防止法成立

2015 女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律成立（翌年施行）

2018 政治分野における男女共同参画の推進法成立
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ＧＧＩ（ジェンダーギャップ指数）

（世界経済フォーラム公表）
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年 調査国数 順位

２００６年 １１５ヵ国 ８０位

２０１０ １３４ ９４

２０１３ １３６ １０５

２０１７ １４４ １１４

日本のｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ指数順位の推移
（2006年より公表）
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＊以下、図表は原則として『平成３０年版男女共同参画白書』より
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http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h30/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-03-04.html
http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h30/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-03-04.html
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http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h30/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-04-05.html
http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h30/zentai/html/zuhyo/zuhyo01-04-05.html
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第４次男女共同参画基本計画（2015～2020）

目指すべき社会

①男女が自らの意思に基づき、個性と能力を十分に発揮

できる、多様性に富んだ豊かで活力ある社会

②男女の人権が尊重され、尊厳を持って個人が生きる

ことのできる社会

③男性中心型労働慣行等の変革を通じ、仕事と生活の

調和が図られ、男女が共に充実した職業生活その他の

社会生活及び家庭生活を送ることができる社会

④男女共同参画を我が国における最重要課題として位置

づけ、国際的な評価を得られる社会 19

第４次男女共同参画基本計画（2015～2020）

強調点

あらゆる分野における女性の活躍

（男性中心型慣行等の変革/女性の採用・登用、指導的地位）

安全・安心な暮らしの実現

（生活上の困難への支援・環境整備/女性への暴力の根絶）

男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備

（防災・復興への女性の参画/国際社会への貢献）

推進体制の整備・強化

（地域における推進体制）
20


